
D

，

冬期の季節風の吹き出し方向に対して，おおよそ直交する方向に・一ル軸をもつ大規模な雪雲

たような原因では，Tモードは起こり得ないのであろう

か．彼らが線型論の範囲で，対流とシヤー重力波の両方

を同時に扱って議論したときの一般場のプロファイルの

原型は，ここで扱った1980年2月6日00Z時の輪島の

高層資料であった（第10図参照）．しかし，ここで扱っ

た海上の資料等からみる限りは，Tモードの雪雲の第1

原因としての可能性はない．
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日本気象学会賞

　受賞者：木田秀次（気象研究所・予報研究部）

　「大気大循環モデルを用いた物質輸送の研究」

　選定理由：大気の大規模な運動によってオゾンや水蒸

気などの物質がどのように輸送されるかは，大気大循環

論にとって極めて基本的かつ重要な問題である．しかし

ながら，従来オイラー平均による三細胞子午面循環の不

充分な解釈のためもあって，この問題に対する説明に

は，定性的にも定量的にもあいまいな点が多々残されて

いた．

　木田会員は東京大学大学院在学当時から現在まで10年

余りにわたって，一一貫してr物質輸送」の観点から大気

大循環の研究に取組み，数多くの優れた成果を挙げてき

た．中でも，1977年に発表の2編の論文においては，大

循環数値モデルを用い，波動擾乱にともなう個々の空気

塊の運動を長時間にわたって追跡することによって，

「ラグランジュ的大循環」のモデルを提出した．これは

世界で最初の先駆的試みであり，画期的な業績であると

言える．この研究によって，従来のオイラ“的大循環像

1985年4月

とラグランジュ的大循環像との異同が明瞭にされたばか

りでなく，空気塊の分散運動から渦拡散係数を見積るな

ど，物質輸送のより定量的な議論が可能となった．

　近年，成層圏における大循環および輸送程度の研究に

はラグラルジュ的な取扱いが一般的になってきている

が，木田会員のこの仕事はその囑矢をなすものであった．

　その後木田会員は1983年に発表の2編の論文におい

て，同様の問題をより完全なモデルで扱い，成層圏にお

ける物質輸送が本質的にブルーワー・ドブソン型循環と

等温位面混合によって支配されていることを立証し，そ

の結果に基づいて輸送過程を現す2次元モデリングに新

しい方式を提案した．この研究もまた世界的にみて先駆

的な仕事であり，論文の印刷発表前から外国の研究者に

よって引用されていたほどである．

　最近，木田会員はさらに大循環数値モデルの改善を試

み，内部重力波による運動量輸送が中層大気の大循環に

果す役割を詳細かつ巧妙な数値計算によって示し，，こ．の

問題にも決定的な解答を与えている．

　以上の理由から，日本気象学会は昭和60年度の目本気
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象学会賞を木田秀次会員に贈るものである．

日本気象学会賞

　受賞者：宮原三郎（九州大学・理学部）

　r下部熱圏における大気潮汐波動と平均流の相互作用

　に関する理論的研究」

　選定理由：宮原会員は高層大気波動，とくに大気潮汐

と帯状平均循環との相互作用を研究し，下部熱圏におけ

る風系の力学に大気潮汐の果す役割が決定的であること

を明らかにすることにより，大気力学の進展に大きな貢

献をした．

　1960年代頃までの大気潮汐論は主として緯度方向と鉛

直方向に変数分離された，いわば1次元モデルによって

構築されてきた．しかし，そのような方法では，南北の

温度分布や平均東西風の存在する現実大気中の潮汐波は

取り扱えない．したがって，それらの要素がどのような

影響をもたらすかについては，きわめて限定されたモデ

ルによらざるを得なかった．

　宮原会員は，1975年，大気大陰半日潮に関してこの問

題に正面から取り組み，いくつかのモデル大気を用い

て，変数分離しない潮汐方程式系を数値積分し，固有値

および固有函数が帯状流の水平傾度や鉛直傾度によって

かなり変化することを明らかにした．さらに，大気大陰

潮の季節変化が南北半球における平均帯状流の交替に起

因している可能性を指摘した．

　その後，同会員の関心は熱圏下部における平均帯状機

構に向けられた．1970年代に入って，下層で励起された

プラネタリー・スケールの大気波動が鉛直伝播しつつ散

逸するとき平均帯状流を生成するという理論が一定の成

功をおさめたが，宮原会員はそれを大気潮汐波に適用

し，1978年からはじまる一連の仕事によって下部熱圏平

均流の生成機構に大気潮汐波の役割が本質的であるこ・と

を示した．すなわち，まず非常に簡単なモデルに基づい

て，粘性やイオン抵抗によって散逸する潮汐波が上層大

気中に平均帯状流を生成することを確かめ，次第に，よ

り現実的な大気モデルに近づける過程で，小規模運動の

効果をも取り入れるなど，観測結果にきわめて近い風系

を再現することに成功した．

　これら一連の大気潮汐一平均流相互作用に関する研究

は，宮原会員によって切り拓かれ推進されたものであ

り，世界的に見て高層大気力学の発展に多大の寄与をな

したものと言える．

　以上の理由から，日本気象学会は昭和60年度の日本気
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象学会賞を宮原三郎会員に贈るものである．

藤原賞

　受賞者：岸保勘三郎（元東京大学教授）

　r日本の気象学の発展と国際協力の推進に尽した功績」

　選定理由：岸保会員は，これまで30年余りの長きにわ

たって，大気の力学的性質の理解に関する多様な問題に

率先して取り組み，わが国の気象学の発展に対し常に指

導的役割を果してきた．たとえば，傾圧不安定理論，偏

西風に及ぼす大規模地形の力学的効果，大気熱対流の特

性，湿潤大気中の中規模じょう乱の不安定性，大気境界

層gク・一ジャー・モディレ，テレコネクシヨン現象の統

計など様々な研究を通じて，新しい問題意識の普及とそ

の定着に大きく貢献してきた．これらの研究成果は同時

にまた，わが国における数値予報の発展に対して，貴重

な理論的背景を与えるものであった．

　岸保会員はまた，1967年から1971年まで，IAMAPの

気象力学委員会のメンバーとして国際的に活躍し，さら

に1970年から1979年までJoc（Icsu－wMoのJoint

Organizing　Committee），1980年から1981年までJSC

（同じくJoint　scienti且c　committee）の各委員をつとめ

るなど，地球大気開発計画（GARP）の国際的な組織化

と活動に終始尽力するとともに，国内におけるGARP

活動にもその先頭に立って努力を重ねた．こうした十余

年にわたる同会員の国際舞台での活躍がわが国の気象界

に国際性をもたらしたことの功績はまことに顕著であ

り，とりわけGARPのサブプログラムのひとつである

気団変質実験計画（AMTEX）は岸保会員が故山本義一

会員等と協力して推進し，その成果は高い国際的評価を

得るにいった．

　このような国際活動と並行して，同会員は1970年から

1984年までの間，東京大学の気象学教授として卓越した

研究指導と教育の成果を納め，さらには幾多の著作や解

説文を通して気象知識の啓蒙普及に健筆をふるった．

　日本気象学会における活動にづいては，すでに周知の

ように，長年にわたる各種委員会委員や理事を歴任し，

特に1976年から1984年までは，4期8年間の長きにわた

って理事長の重責をにない，常に学会活動のリーダーと

して尽力してぎた．

　以上のような岸保会員の多岐にわたる活躍はまことに

著しいものであり，その業績は藤原賞にふさわしいもの

と考えられる．よってここに日本気象学会は昭和60年度

の藤原賞を岸保勘三郎会員に贈るものである．

、天気”32．4．


